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佐
田
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さ
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（
瀬
高
）

萌
華
（
ほ
の
か
）
ち
ゃ
ん

 

２
０
２
０
年
10
月
27
日
生

あしばあしば

班
と
分
会
が
運
動
の
中
心

班
と
分
会
が
運
動
の
中
心

大
会
成
功
に
む
け
分
会
総
会

大
会
成
功
に
む
け
分
会
総
会

仲間の団結で仕事とくらしを守るため仲間の団結で仕事とくらしを守るため

▼
い
ま
「
九
州
88
湯
め
ぐ

り
九
州
温
泉
道
」
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
沖

縄
県
を
除
く
九
州
７
県
あ

る
数
多
く
あ
る
温
泉
施
設

を
ほ
ん
も
の
に
こ
だ
わ
っ

て
温
泉
名
人
た
ち
が
泉
質

に
こ
だ
わ
っ
て
厳
選
し
た

１
４
８
湯
施
設
の
中
か
ら

７
県
の
88
湯
を
め
ぐ
れ
ば

名
人
の
称
号
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
▼
温
泉
好

き
だ
か
ら
７
県
の
主
な
温

泉
場
に
は
ほ
と
ん
ど
行
っ

て
い
ま
す
が
、
御
湯
印
帳

（
ス
タ
ン
プ
帳
）
を
も
っ

て
い
く
の
は
今
回
が
初
め

て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

主
な
温
泉
場
で
も
限
ら
れ

た
施
設
し
か
認
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
こ
ん
な
施
設
で

い
い
泉
質
の
温
泉
場
が
あ

る
の
か
と
新
た
な
発
見
ば

か
り
で
す
。
も
ち
ろ
ん
山

鹿
温
泉
の
「
さ
く
ら
湯
」

な
ど
既
に
何
度
も
入
浴
し

た
と
こ
ろ
も
含
ま
れ
ま
す

が
、
88
湯
め
ぐ
り
は
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
心
を
掻
き

立
て
て
い
ま
す
▼
称
号
は

「
見
習
い
」
か
ら
「
入
門
」

「
初
級
」
「
中
級
」
「
初
段
」

「
二
段
」
「
三
段
」
「
四
段
」

「
風
呂
（
プ
ロ
）
」
「
泉
生

（
せ
ん
せ
い
）
」
そ
し
て
最

高
位
の
「
泉
人
（
せ
ん
に

ん
）
」
で
す
。
み
ご
と
泉

人
に
な
れ
ば
、
そ
の
栄
誉

を
称
え
ら
れ
殿
堂
湯
の
別

府
「
竹
瓦
温
泉
」
に
名
前

が
飾
え
ら
れ
ま
す
▼
特
に

期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
自

分
で
来
年
の
春
ま
で
に
は

達
成
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
施
設

を
☆
１
つ
～
☆
５
つ
で
評

価
し
、
施
設
の
概
要
と
合

わ
せ
て
記
録
と
し
て
残
し

て
い
き
ま
す
。

夏秋の大運動を成功させよう夏秋の大運動を成功させよう

手鎌公民館（甘木）

　

10
月
よ
り
新
し
い
分

会
役
員
体
制
と
な
り
ま

す
。
分
会
役
員
や
班
長

さ
ん
の
役
割
、
組
合
共

済
の
手
続
き
方
法
な

ど
、
新
分
会
役
員
の
皆

さ
ん
に
お
集
り
い
た
だ

き
、
全
体
で
確
認
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
各
分

会
で
の
班
長
会
議
の
日

程
や
組
合
費
の
受
け
渡

し
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
か
と
思

い
ま
す
が
、
重
要
な
会

議
で
す
の
で
、
新
年
度

の
分
会
役
員
（
分
会
長
・

副
分
会
長
・
分
会
会
計
）

と
新
年
度
の
班
長
の
み

な
さ
ん
は
、
必
ず
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。　

分
会
役
員
班
長
合
同
会
議

９
月
26
日

午後 6時 30 分～
組合事務所２階大ホール

（金）

　

み
ん
な
の
た
め
の
要
求

を
み
ん
な
の
力
で
実
現
す

る
た
め
に
全
組
合
員
に
参

加
を
呼
び
か
け
分
会
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。　
　

　

８
月
20
日
の
荒
尾
分
会

を
皮
切
り
に
、
22
日
に
松

原
分
会
、
白
光
分
会
、
大

和
分
会
。
23
日
に
甘
木
分

会
、
高
田
分
会
、
瀬
高
分

会
、
南
関
分
会
。
24
日
に

歴
木
Ｂ
分
会
、
25
日
に
米

生
延
命
分
会
、
27
日
に
勝

立
分
会
、
田
隈
分
会
。
28

日
に
橘
分
会
、
29
日
に
歴

木
Ａ
分
会
、
30
日
に
船
津

分
会
、
山
川
分
会
が
実
施
。

　

分
会
総
会
の
中
で
１
年

間
の
み
な
さ
ん
の
運
動
の

経
過
と
「
ア
ス
ベ
ス
ト
裁

判
の
勝
利
判
決
を
か
ち
と

ろ
う
」
「
公
契
約
条
例
を

制
定
さ
せ
よ
う
」
「
消
費

税
減
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
廃

止
へ
」
「
紙
の
保
険
証
の

復
活
を
」
「
平
和
憲
法
を

守
ろ
う
」
「
仲
間
を
増
や

し
強
大
な
福
建
労
を
」
を

中
心
に
取
組
み
方
針
を
確

認
。
ま
た
、
新
年
度
の
班

編
成
や
分
会
で
の
活
動
、

分
会
会
計
報
告
、
班
長
交

代
や
班
編
成
、
分
会
役
員

や
９
月
７
日
（
日
）
に
開

催
す
る
支
部
定
期
大
会
の

代
議
員
の
選
出
、
支
部
執

行
委
員
の
推
薦
な
ど
が
行

わ
れ
、
分
会
長
か
ら
は
分

会
活
動
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

大和中央公民館（大和）

荒
尾
中
央
公

民
館
（
荒
尾
）

駛
馬
公
民
館

（
米
生
延
命
）

↑海川（瀬高）

→後藤建設（南関）

↓平野公民館（歴木Ｂ）

↑組合事務所（白光）

←やぶれ傘（高田）

→組合事務所（松原）

分
会
役
員
・
班
長
さ
ん
は

分
会
役
員
・
班
長
さ
ん
は

　
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い

※写真は 8月 25 日までに開催したところの分となっています
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新
し
く
仲
間
が
増
え
ま
し
た

新
し
く
仲
間
が
増
え
ま
し
た
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◆
・
◆
・
◆
・
◆
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◆
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◆

【
川
野
乙
姫
さ
ん
・
橘
】

　

戦
後
80
年
。
た
っ
た
80

年
前
に
起
こ
っ
て
い
た
戦

争
。
祖
母
や
祖
父
か
ら
幼

い
頃
に
、
少
し
だ
け
話
を

聞
い
た
事
が
あ
り
ま
す

大
牟
田
市
総
合
計
画
説
明
会

宮
浦
抗
中
国
人
殉
職
者
慰
霊
祭

三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国

人
殉
難
者
第
13
回
慰
霊
祭

が
８
月
３
日
に
宮
浦
石
炭

記
念
公
園
で
開
催
。

　

戦
後
80
年
を
む
か
え
る

節
目
の
年
と
い
う
こ
と

で
、
中
国
福
岡
総
領
事
館

か
ら
も
大
勢
の
方
が
参

　

８
月
９
日
、
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
ナ
ガ
サ
キ

デ
ー
集
会
が
長
崎
市
民
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
会
場

に
は
約
３
２
０
０
人
が
集

ま
り
、
広
島
会
場
や
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
参

加
を
合
わ
せ
る

と
８
５
０
０
人

も
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。
福

建
労
か
ら
は
女

性
の
会
を
は
じ

め
11
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

集
会
は
「
国

際
会
議
宣
言
」

起
草
委
員
長
で

あ
る
冨
田
宏
治

さ
ん
の
主
催
者

報
告
か
ら
始
ま

り
、

各

メ

ッ

セ
ー
ジ
紹
介
を

さ
れ
た
あ
と
に

長
崎
市
長
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

被
爆
者
の
あ
い

さ
つ
は
日
本
被
団

協
の
田
中
重
光
さ

ん
が
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
で
参
加
し
、

長
崎
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
午
前
11

時
２
分
に
会
場
全

員
で
黙
と
う
。
各

が
、
実
際
に
本
当
に

あ
っ
た
の
？
と
疑
う

く
ら
い
衝
撃
的
な
内

容
だ
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
長

崎
・
広
島
に
落
と
さ

れ
た
原
子
爆
弾
で
日

本
は
変
り
果
て
、
何

万
人
も
の
人
の
命
を

奪
い
、
数
え
き
れ
な

い
ほ
ど
の
被
爆
し
た

人
た
ち
、
戦
争
が
終

わ
っ
た
今
も
苦
し
む

人
た
ち
が
い
る
の
が

事
実
で
す
。

　

そ
ん
な
恐
ろ
し
い

核
兵
器
を
所
有
し
て

い
る
国
が
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
核
兵
器
が
世
界

に
１
万
を
超
え
る
量
が
あ

る
こ
と
が
本
当
に
恐
ろ
し

い
で
す
。

　

戦
争
が
い
け
な
い
こ

と
、
そ
し
て
世
界
に
は
恐

列
、
日
本
中
国
友
好
協
会

大
牟
田
支
部
や
共
闘
団

体
、
個
人
な
ど
40
人
参
加
。

　

戦
時
中
、
日
本
政
府
は

国
内
の
労
働
力
不
足
を

補
う
た
め
に
、
中
国
人

約
４
万
人
を
強
制
連
行

し
、
炭
坑
や
港
湾
や
土
木

平和の想いを伝えていきたい
～世界大会に参加して～ ろ

し
い
兵
器
が
あ
る
こ

と
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
若

い
人
た
ち
に
伝
え
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

【
木
村
恵
さ
ん
・
勝
立
】　
　

　

様
々
な
国
の
代
表

の
方
か
ら
反
核
や
平

和
へ
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
韓
国
の
代

表
の
方
は
、
女
性
が

戦
争
に
よ
り
人
権
侵

害
と
な
る
の
は
駄
目

だ
と
声
を
出
さ
れ
て

ま
し
た
。
私
も
戦
争

に
よ
る
人
権
侵
害

は
、
絶
対
ダ
メ
だ
と

思
い
ま
す
。

平
和
を
願
う
沢
山

の
人
そ
の
中
で
も
一

人
一
人
考
え
方
受
け

止
め
方
が
違
う
と
思

い
ま
す
が
、
戦
争
反

対
は
世
界
中
の
人
が
１
つ

に
な
っ
て
声
を
出
し
て
い

く
べ
き
と
思
い
ま
し
た
。

核
武
装
が
安
上
が
り
と

か
い
う
人
も
い
る
こ
と
も

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
核
は

絶
対
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

作
業
に
従
事
さ
せ
、
過
酷

な
労
働
や
事
故
、
病
気
で

約
７
千
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
宮
浦
抗
に
も

５
７
４
人
が
連
行
さ
れ
44

人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ

な
い
と
の
思
い
で
、
慰
霊

碑
を
建
立
し
毎
年
慰
霊
祭

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
福
岡
総
領
事
館
の

総
領
事
は
、
憎
し
み
を
忘

れ
な
い
た
め
に
歴
史
に
残

す
の
で
は
な
く
、
同
じ
過

ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
、
歴
史
は
残
す
も
の
。

両
国
の
恒
久
平
和
を
願
っ

て
い
る
と
挨
拶
。

寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
披
露
。
碑
文
の
朗
読

が
日
本
語
と
中
国
語
で
行

わ
れ
、
献
花
参
拝
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

左から川野さん、木村さん、三浦さん（女性の会）

国
か
ら
平
和
の
ス
ピ
ー
チ

や
高
校
生
た
ち
が
署
名
や

戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る

運
動
を
「
核
兵
器
が
な
く

な
る
ま
で
、
あ
き
ら
め
ず

続
け
る
」
と
報
告
す
る
と

大
き
な
拍
手
が
会
場
を
包

み
こ
み
ま
ま
し
た
。
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
で
あ
り
な

が
ら
、
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
参
加
を
拒
み
続
け
る

政
府
を
早
急
に
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

集
会
後
は
、
女
性
の
会

を
中
心
に
班
長
会
議
や
自

宅
、
組
合
事
務
所
で
平
和

の
願
い
を
込
め
た
折
り
鶴

を
建
設
職
人
原
爆
殉
難
者

の
慰
霊
碑
に
捧
げ
ま
し

た
。
「
大
会
に
参
加
す
る

平
和
を
願
う
人
の
多
さ
に

驚
い
た
」
「
高
校
生
の
ス

ピ
ー
チ
に
感
動
し
た
。
平

和
の
運
動
ひ
ろ
げ
な
け
れ

ば
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
を

核
兵
器
の
な
い
世
界
を

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

同
じ
戦
争
の
過
ち
繰
返
さ
な
い

　　　 献花する田中副支部長

　

社
保
協
の
と
り
く
み
と

し
て
、
地
域
で
の
運
動
を

進
め
る
う
え
で
、
自
分
た

ち
の
町
の
街
づ
く
り
が
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の

か
を
知
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
、
大
牟
田
市
か
ら
出

前
講
座
を
依
頼
し
、
学
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
目
を
８
月
13
日

に
組
合
事
務
所
で
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
「
誰

も
が
い
き
い
き
と
支
え
あ

い
、
元
気
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
」
に
つ
い
て
。

　

高
齢
や
障
害
、
生
活
困

窮
な
ど
単
独
支
援
で
は
対

応
で
き
な
い
場
合
に
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

て
い
く
体
制
づ
く
り
の
支

援
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

定
期
的
に
、
学
習
会
を

開
催
し
て
い
き
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
自
分
の
町
の
問
題
点

な
ど
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

大牟田市福祉課に講師を依頼し学習会

　　２階席まで満席の会場で大きく盛り上がるフィナーレ
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月

の

行

事

予

定

　自分にとって貴重な逸品や、

家族にとって世界遺産と同じ

くらい大切なものなど紹介す

るコーナー。今月は松原分会

からの紹介です。

【
宇
木
厳
史
・
住
宅
設
備
】

　

趣
味
で
モ
ト
ク
ロ
ス
を

し
て
い
ま
す
。
昔
、
家
族

全
員
で
バ
イ
ク
レ
ー
ス
を

楽
し
ん
で
い
た
時
か
ら
乗

っ
て
い
る
オ
フ
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
が
私
の
逸
品
で
す
。　

　

25
年
以
上
も
前
の
古
い

も
の
で
す
け
ど
、
ま
だ
ま

だ
現
役
で
走
っ
て
る
思
い

出
の
沢
山
詰
ま
っ
た
愛
車

で
す
。

　

ツ
ー
リ
ン
グ
に
、
旅
行

に
、レ
ー
ス
に
も
使
っ
て
、

良
く
今
日
ま
で
走
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

最
近
は
競
技
車
両
に
乗

る
事
が
多
く
、
こ
の
バ
イ

ク
に
乗
る
機
会
が
め
っ
き

り
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
思
い
出
の
沢
山
詰
ま

っ
た
バ
イ
ク
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
愛
情
込
め
て
大
切

に
し
て
い
き
ま
す
。

７
日
（
日
）
支
部
60
回
定
期
大
会　
　

組
合
事
務
所

９
日
（
火
）
い
つ
ま
で
も
元
気
で
頑
張
る
会　

 

大
牟
田
文
化
会
館

９
日
（
火
）
「
笑
い
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
」 　

大
牟
田
文
化
会
館

10
日
（
水
）
本
部
執
行
委
員
会　
　
　

本
部
会
館

11
日
（
木
）
長
崎
じ
ん
肺
判
決
日　
　

福
岡
地
裁

17
日
（
水
）
支
部
執
行
委
員
会　
　
　

組
合
事
務
所

18
日
（
木
）
全
国
労
保
協
研
修
会
議　

神
奈
川
土
建

19
日
（
金
）
イ
ン
ボ
イ
ス
署
名
提
出
行
動　

議
員
会
館

21
日
（
日
）
本
部
幹
部
学
校　
　
　
　

レ
ス
ポ
ワ
ー
ル
久
山

25
日
（
木
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
実
行
委
員
会 　

新
婦
人

25
日
（
木
）
社
保
協
定
期
総
会　
　
　

組
合
事
務
所

26
日
（
金
）
支
部
パ
ソ
コ
ン
会
計　
　

組
合
事
務
所

26
日
（
金
）
分
会
役
員
班
長
合
同
会
議 　

組
合
事
務
所

28
日
（
日
）
支
部
幹
部
学
校　
　
　
　

組
合
事
務
所

30
日
（
火
）
新
加
入
者
教
室　
　
　
　

組
合
事
務
所

１
日
（
水
）
全
県
お
は
よ
う
宣
伝　
　

橘
交
差
点

１
日
（
水
）
全
県
書
記
長
会
議　
　
　

本
部
会
館

２
日
（
木
）
ア
ス
ベ
ス
ト
３
陣
期
日　

福
岡
地
裁

３
日
（
金
）
支
部
執
行
委
員
会　
　
　

組
合
事
務
所

４
日
（
土
）
全
県
書
記
局
研
修
会
議　

本
部
会
館

NO.21NO.21

10

月

の

行

事

予

定

入
口
に
も
見
事
な
バ
ラ
が
お
出
迎
え

長
年
の
想
い
で
い
っ
ぱ
い
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

長
年
の
想
い
で
い
っ
ぱ
い
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

若いパワーで元気に、 早く仕

事を覚えれるように頑張りま

す。 みなさん、 よろしくお願

いします。

梶
原
由
羽

　
　

　
　
　
（
22
才
）

愛車で快走の宇木さん

新書記局の新書記局の
　紹介です　紹介です

毎
月
の
収
支
計
算

を
実
際
に
会
計
ソ

フ
ト
に
入
力
し
な
が
ら
の
無
料
の
パ
ソ
コ
ン
会
計
教
室

で
す
。
９
月
は
26
日
（
金
）
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
会
計
教
室　

か
じ
は
ら
ゆ
う

ア
ス
ベ
ス
ト
宣
伝

へ
協
力
を

　

全
国
の
仲
間
と
た
た

か
っ
て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト

裁
判
に
お
い
て
、
大
き
な

前
進
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
に
東
京
１
陣

と
２
陣
訴
訟
、
８
日
に
は

大
阪
２
陣
と
３
陣
訴
訟
が

建
材
企
業
と
の
和
解
が
成

立
し
ま
し
た
。
賠
償
の
対

象
の
企
業
か
ら
は
謝
罪
の

表
明
も
あ
り
ま
し
た
。
大

型
の
和
解
が
成
立
し
た
の

は
画
期
的
な
成
果
で
す
。

　

当
日
は
、
２
陣
原
告
の

丸
山
さ
ん
と
矢
野
顧
問
も

現
地
で
和
解
期
日
の
傍
聴

支
援
で
参
加
し
ま
し
た
。　

建
材
メ
ー
カ
ー
が
和
解

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
東
京
・
大
阪

　

今
後
の
九
州
で
の
た
た

か
い
に
つ
な
げ
る
た
め
に

も
、
世
論
を
大
き
く
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
月

の
５
日
の
定
例
宣
伝
は
、

大
牟
田
駅
前
で
原
告
を
中

心
に
10
人
で
実
施
。
チ
ラ

シ
を
配
り
、
署
名
の
協
力

を
う
っ
た
え
ま
し
た
。

　

毎
月
５
日
に
12
時
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
短
い
時

間
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
み
な

さ
ん
も
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　

世
代
間
の
対
立
を
あ
お

り
た
い
政
府
は
、
高
齢
者

が
優
遇
さ
れ
、
そ
の
シ
ワ

寄
せ
を
若
者
や
現
役
世
代

が
受
け
て
い
る
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
国
民

に
持
た
せ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
実
際
は

高
齢
者
こ
そ
毎
年
の

よ
う
に
負
担
を
増
や

さ
れ
、
一
部
の
富
裕

層
を
除
い
て
厳
し
い

高齢受給者証
交付会交付会

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
を

学
び
、
そ
れ
ら
を
跳
ね
返

す
運
動
に
参
加
し
て
も
ら

う
た
め
、
中
建
国

保
か
ら
70
歳
以
上

の
被
保
険
者
に
発

行
さ
れ
る
高
齢
受
給
者
証

の
交
付
会
を
７
月
29
日
に

開
催
し
、
81
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

消
費
税
減
税
の
世
論
７
割
越
え

各
界
連
に
結
集
し
地
域
宣
伝
を

　

消
費
税
廃
止
福
岡
県
各

界
連
絡
会
の
総
会
を
８
月

17
日
に
開
催
。
福
建
労
本

部
会
館
を
メ
イ
ン
会
場
と

し
て
、
支
部
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
し
ま
し
た
。　
　

　

総
会
で
は
、
田
村
貴
昭

衆
議
院
議
員
は
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
、
情
勢
の
報

告
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

大
企
業
は
大
幅
に
利
益
を

伸
ば
し
て
い
る
が
、
納
税

額
は
比
例
し
た
負
担
に
な

っ
て
い
な
い
。
突
出
し
た

軍
事
拡
大
へ
の
予
算
が
社

会
保
障
費
の
削
減
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
大
企
業

優
遇
税
制
を
た
だ
せ
ば
、

消
費
税
を
減

税
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

参
議
院
選
挙

で
野
党
は
ど

の
党
も
消
費
税
廃
止
や
減

税
を
公
約
に
掲
げ
た
。
そ

れ
を
実
行
さ
せ
る
、
今
後

の
運
動
が
重
要
と
う
っ
た

え
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
報
告
で
は
、

福
建
労
か
ら
田
中
税
対
部

長
が
消
費
税
と
イ
ン
ボ
イ

ス
廃
止
に
む
け
た
た
た
か

田中部長がマイク宣伝 　　交付会で情勢を確認

　　　東京２陣訴訟の和解期日の旗出しに喜ぶ支援の仲間たち

い
の
決
意
と
、
各
地
域
で

定
例
の
宣
伝
を
ひ
ろ
げ
よ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

８
月
は
25
日
に
東
新
町

交
差
点
で
夕
方
５
時
30
分

か
ら
宣
伝
を
実
施
。
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【先月の答】 ①右側にある扉の窓のサッシの種類 ②中央奥

にあるひさしの厚さ ③ランタンの横にあるカップ ④中央に

座っている人の口 ⑤投げられたビール缶の角度 ⑥中央に

座っている人の靴下 ⑦窓辺の人の帽子

☆
川
野
　
紗
夕
ち
ゃ
ん

☆
川
野
　
紗
夕
ち
ゃ
ん

　
　
　

　
　
　

  

（
さ
ゆ
）

（
さ
ゆ
）

　
　
　

７
月

　
　
　

７
月
2323
日
誕
生

日
誕
生

　

大
和
分
会

　

大
和
分
会

　

川
野　

修
一
さ
ん

　

川
野　

修
一
さ
ん

◆
８
月
１
日
、
橘
分
会

の
鳥
巣
喜
治
さ
ん
が
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま

し
た
。
享
年
78
歳
で
し

た
。
謹
ん
で
お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

７
つ
の
ま
ち
が
い
の
答
え
と
近
況
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
抽
選
で
５
名
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。
ド
シ
ド
シ
お
便
り
ま
っ
て
ま
す
。

〒
８
３
６
の
０
０
４
４
大
牟
田
市
古
町
３
の
２　
　

　
　

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部　

宛
て

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

お
め
で
と
う

橘
分
会
・
元
副
支
部
長

鳥
巣
喜
治
さ
ん
逝
去

閉
所
の

閉
所
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

９
月
９
日
は
「
い
つ
ま
で
も
元
気
に
頑

張
る
会
・
前
進
座
公
演
」
、
10
月
２
日
と

６
日
は
「
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
支
援
」
に
参

加
の
た
め
事
務
所
を
閉
め
て
い
ま
す
。

【
黒
肥
地
征
子
・
荒
尾
】

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
全
国
高
校
野

球
大
会
の
放
送
を
見
て
る

と
球
児
た
ち
の
元
気
さ
若

さ
が
羨
ま
し
い
で
す
。
選

手
は
勿
論
、
応
援
団
の
人

達
、
運
営
に
関
わ
っ
た
関

◆
８
月
14
日
、
高
田
分

会
の
渡
辺
直
行
さ
ん
が

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

ま
し
た
。
享
年
84
歳
で

し
た
。
謹
ん
で
お
く
や

み
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

高
田
分
会

渡
辺
直
行
さ
ん
逝
去

◆
８
月
７
日
、
歴
木
Ａ

分
会
の
溝
田
一
也
さ
ん

が
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
ま
し
た
。
享
年
66
歳

で
し
た
。
謹
ん
で
お
く

や
み
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

歴
木
Ａ
分
会

溝
田
一
也
さ
ん
逝
去

☆
本
村
　
天
愛
ち
ゃ
ん

☆
本
村
　
天
愛
ち
ゃ
ん

　
　
　

　
　
　

  

（
ソ
ア
）

（
ソ
ア
）

　
　
　

７
月

　
　
　

７
月
2323
日
誕
生

日
誕
生

　

荒
尾
分
会

　

荒
尾
分
会

　

本
村　

大
哉
さ
ん

　

本
村　

大
哉
さ
ん

☆
ヤ
ベ
　
粋
ち
ゃ
ん

☆
ヤ
ベ
　
粋
ち
ゃ
ん

　
　
　

　
　
　

  

（
す
い
）

（
す
い
）

　
　
　

７
月

　
　
　

７
月
1717
日
誕
生

日
誕
生

　

大
和
分
会

　

大
和
分
会

　

ヤ
ベ　

イ
ー
ゴ
リ
さ
ん

　

ヤ
ベ　

イ
ー
ゴ
リ
さ
ん

係
者
、
皆
大
変
だ
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
平
和
だ

か
ら
続
く
ん
で
す
よ
ネ
。

プ
ー
チ
ン
さ
ん
戦
争
ヤ
・

メ
・
テ
!!

【
浦
清
美
・
橘
】

　

70
才
を
過
ぎ
て
、
ガ

ク
ッ
と
体
力
が
落
ち
て
し

ま
い
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
ま
し
た
。
毎
日
、
主

人
と
二
人
で
家
の
近
所
を

ガ
ン
バ
っ
て
歩
い
て
い
ま

す
。

【
松
田
博
子
・
白
光
】

　

パ
ン
焼
き
機
で
作
る
天

然
酵
母
食
パ
ン
に
レ
ー
ズ

ン
を
入
れ
た
り
し
て
楽
し

ん
で
ま
す
。　

病院 日　程 時　間

米の山
病院

10 月　5日

( 日 )

8:30 ～ 11:30

（定員 100 人）
←腹部エコー 10 人まで

10 月 15 日

( 水 )

腹部エコー→
10 人まで

14:00 ～ 15:30

（定員 30 人）
17:00 ～ 18:30

（定員 30 人）
10 月 28 日

( 火 )

腹部エコー→
10 人まで

14:00 ～ 15:30

（定員 30 人）
17:00 ～ 18:30

（定員 30 人）
11 月 11 日

( 火 )

腹部エコー→
10 人まで

14:00 ～ 15:30

（定員 30 人）
17:00 ～ 18:30

（定員 30 人）
11 月 30 日

（日）

8:30 ～ 11:30

（定員 100 人）
←腹部エコー 10 人まで
←胃カメラ 6 人まで

米の山病院への予約は組合事務所へ（0944-53-1533）

さかき
診療所

10 月 21 日

( 火 )
8:30 ～ 11:30 14:00 ～ 17:30

10 月 22 日

( 水 )
8:30 ～ 11:30 14:00 ～ 17:30

←腹部エコー
   6 人まで

さかき診療所の予約は病院に直接連絡を（0968-53-1125）

中友診療所 直接、病院に連絡して予約を（0944-53-5009）

中央診療所 直接、病院に連絡して予約を（0944-52-4198）

　

秋
の
健
康
診
断
会
を
実

施
し
ま
す
。
米
の
山
病
院

は
組
合
事
務
所
に
予
約

を
。
他
の
医
療
機
関
は
直

接
診
療
所
に
予
約
の
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
ら
の
健
康
管
理
を

し
っ
か
り
行
う
た
め
に

も
、
年
に
１
度
の
健
康
診

断
を
う
け
ま
し
ょ
う
。
こ

の
健
康
診
断
で
多
く
の
仲

間
が
病
気
を
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

健
診
料
等
詳
し
い
こ
と
は

事
務
所
ま
で
問
合
せ
下
さ

い
。

　

中
建
国
保
の
被
保
険
者

で
40
歳
以
上
の
方
は
家
族

も
含
め
て
必
ず
受
診
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

中
建
国
保
の
被
保
険
者

と
20
才
以
上
の
家
族
は
無

料
。
追
加
健
診
を
希
望
さ

れ
る
方
は
別
途
病
院
に
相

談
が
必
要
で
す
。

　

中
建
国
保
以
外
の
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

福
建
労
で
の
基
本
健
診　
　
　
　

　
　
　

１
１
，
０
０
０
円

企
業
健
診
Ａ

（
35
歳
と
40
歳
以
上
）

　
　
　

７
，
１
５
０
円

企
業
健
診
Ｂ

（
35
歳
未
満
と
36
～
39
歳
）

　
　
　

３
，
８
５
０
円

　

先
月
か
ら
、
７
月
分
の
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
国
や
自
治
体
、
企
業
交
渉
に
重
要
な
資

料
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
デ
ー
タ
が
あ
る
ほ

ど
、
交
渉
時
に
有
用
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
紙
以
外
に

７月分の賃金などを
７月分の賃金などを

書いてください書いてください

賃金アンケート賃金アンケート
全員回答を (^^)/全員回答を (^^)/

も
左
記
QR
コ
ー
ド
や
福
建
労
の

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
も
回
答
で
き

ま
す
。
ま
だ
の
方
は
、
必
ず
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

石綿含有建材

　調査者講習会

日時：10 月 19・20 日　

場所：県本部会館

　　　（組合員限定）

受講料：45,100

秋
の
健
康
診
断
会

年
に
１
度
は

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

講習会について

足場組立・作業主任者

日時：11 月 9・10 日　

場所：県本部会館

受講料：15,000 円

日時：11 月 9 日　

場所：大牟田支部会館

受講料：10,000 円

日時：11 月 30 日（日）　　

　　　～12月1日（月）　

場所：県本部会館

受講料：15,000 円

木造組立・作業主任者

石綿・特別教育

建設キャリアアップシステム

組合員であれば、組合を通

して就業履歴登録が月 500

円で、可能です。

2025 年 8 月 1 日から 2026 年 3 月 31

日までは能力評価手数料が必要あり

ません。今のうちに手続きを。

CCUS
履歴登録履歴登録 能力評価能力評価


